
　　

玄
海
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
る
か
、

認
め
な
い
か
の
権
利
（
同
意
権
）
は
、

玄
海
町
と
佐
賀
県
だ
け
に
あ
る
。

　

松
浦
市
長
は
「
市
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
に
、
松
浦
市
に
も
同
意
権

が
必
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
。
伊
万

里
市
な
ど
の
市
長
も
求
め
て
い
る
。
平

戸
市
も
求
め
る
べ
き
だ
。

　　

専
門
的
知
見
が
な
い
の
で
求
め
な
い
。

　　

暮
ら
し
が
大
変
厳
し
い
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
で
、
国
保
税
や
介
護
保

険
料
・
利
用
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

　
　

　

繰
り
入
れ
は
考
え
て
い
な
い
。

　　
３
年
前
、
県
内
で
一
番
高
い
水
道
料
金

を
8・8
％
値
上
げ
し
、今
で
も
一
番
高
い
。

値
上
げ
の
計
画
が
あ
る
と
聞
く
が
。

　

各
地
で
一
般
会
計
か
ら
水
道
事
業
へ
の

繰
り
入
れ
で
値
下
げ
し
て
い
る
が
。

　　

６
、
７
年
後
に
値
上
げ
の
計
画
。
繰

り
入
れ
は
行
な
わ
な
い
。

　　

各
地
で
高
齢
者
・
ひ
と
り
親
世
帯
な

ど
に
水
道
料
金
の
減
免
を
行
っ
て
い
る
。

　　

平
戸
市
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
。
核
兵
器

廃
絶
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
る
べ
き
。

　　

核
兵
器
廃
絶
の
市
民
意
識
を
喚
起
し
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
多
く

の
市
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

本
庁
、
各
支
所
な
ど
、
市
内
７
施
設
で

原
爆
ポ
ス
タ
ー
展
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

今
年
か
ら
「
非
核
宣
言
自
治
体
」
の
垂

れ
幕
を
市
役
所
本
庁
舎
に
か
け
る
。

※
原
爆
ポ
ス
タ
ー
展
と
「
核
兵
器
廃
絶
」

　

の
署
名
数
は
、

　

26
年
度　

１
カ
所　

30
筆

　

27
年
度　

４
カ
所　

１
０
０
筆

　

28
年
度　

７
カ
所　

１
８
１
筆

　

平
戸
市
国
民
保
護
計
画
は
着
上
陸
侵

攻
、
ゲ
リ
ラ
や
特
殊
部
隊
に
よ
る
攻
撃
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
航
空
機
に
よ
る
攻
撃
、

核
兵
器
や
化
学
兵
器
攻
撃
を
対
象
と
す

る
。
某
国
の
核
と
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ

ル
開
発
の
標
的
に
さ
れ
た
米
国
大
統
領

は
、
米
海
軍
最
大
の
打
撃
攻
撃
隊
カ
ー

ル
ビ
ン
ソ
ン
航
空
母
艦
を
日
本
海
に
派

遣
し
、
一
気
に
軍
事
衝
突
の
危
機
感
が

高
ま
っ
た
。

　

東
京
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
記
事
「
某
国
、

九
州
平
戸
に
侵
攻
！
」
は
、
若
い
子
育

て
世
代
の
女
性
た
ち
を
中
心
に
国
民
を

震
撼
さ
せ
た
。
作
家
の
濱
野
成
秋
氏
は
、

某
国
が
住
民
を
拉
致
し
、
米
国
や
自
衛

隊
の
弾
除
け
や
、
身
代
金
要
求
に
使
う

た
め
に
侵
攻
す
る
か
ら
住
民
避
難
徹
底

を
警
鐘
す
る
。
私
は
平
戸
市
長
に
進
言

し
て
い
る
。

　

濱
野
氏
は
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
空
母
等

３
隻
航
空
母
艦
が
集
結
す
れ
ば
米
国
は

攻
撃
す
る
と
い
う
。
今
は
原
子
力
潜
水

艦
２
隻
と
自
衛
隊
の
イ
ー
ジ
ス
艦
が
警

戒
態
勢
を
取
っ
て
い
る
。
国
連
決
議
に

反
し
、
某
国
の
核
と
大
陸
間
弾
道
ミ
サ

イ
ル
開
発
は
止
ま
ず
、
軍
事
侵
攻
は
、

原
発
事
故
発
生
率
よ
り
数
段
高
い
。

　

敵
国
侵
攻
に
対
す
る
住
民
周
知
や
避

難
訓
練
は
い
か
に
。

　　

国
か
ら
武
力
攻
撃
等
の
連
絡
が
あ
っ

た
ら
、
情
報
共
有
を
図
り
、
平
戸
市
国

民
保
護
計
画
に
基
づ
き
、
不
測
の
事
態

に
備
え
た
緊
急
事
態
連
絡
室
を
設
置
し
、

全
庁
的
体
制
を
構
築
す
る
。

　

海
上
保
安
署
長
に
一
層
の
警
戒
警
備

を
要
請
し
、
平
戸
警
察
署
警
備
課
と
定

期
的
に
情
報
交
換
し
て
い
る
。

　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
等
が
Ｅ
Ｅ
Ｚ
周

辺
に
着
弾
し
、
現
実
味
が
帯
び
て
い
る
。

安
全
は
無
償
で
は
な
く
、
警
察
や
海
上

保
安
署
、
自
警
団
体
や
地
域
と
情
報
共

有
し
万
全
な
体
制
を
敷
き
た
い
。
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こ
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に
注
目

一
般
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問

委
員
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

●各常任委員会へ付託された件数●
　総務委員会　　　・承認 １件・議案 ７件
　産業建設委員会　・承認 １件・議案 ７件
　文教厚生委員会　・承認 １件・議案 ２件
　　　　　　　　　・請願 １件

問問問

問問 問

問

山﨑　一洋議員

川上　茂次議員

答
水
道
局
長

答
水
道
局
長

答
総
務
部
長

答
市
民
福
祉
部
長

答
市
長

答
市
長

平成29年６月定例会、10人の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）

●
黒
田
市
長
は
「
玄
海
再
稼
働
へ
の
同
意
権
」
を
求
め
よ

●
国
保
税
値
上
げ
「
来
年
度
も
」、
水
道
料
金
も
値
上
げ

　
へ
、
税
金
の
使
い
方
を
変
え
、「
値
上
げ
」
ス
ト
ッ
プ
を

●「
核
兵
器
廃
絶
の
取
り
組
み
」
の
強
化
を

　

●
某
国
の
平
戸
侵
攻
に
備
え
よ
!!

ＡＡ ▼
移
住
定
住
環
境
整
備
事
業
に
つ

　
い
てこ

の
補
助
金
は
５
年
以
上
の

定
住
を
条
件
と
し
て
交
付
し

て
い
る
も
の
で
、
５
年
以
内
に
補

助
対
象
と
な
っ
た
住
宅
に
居
住
し

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
補
助
金
を

返
還
す
る
旨
の
誓
約
書
を
取
っ
て

い
る
。

　

委
員
か
ら
、
誓
約
書
だ
け
で
は

確
実
に
返
還
さ
れ
る
と
は
い
え
ず
、

担
保
を
取
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

【
総
務
部
地
域
協
働
課
】

▼
本
庁
舎
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

本
庁
舎
漏
水
事
故
に
伴
う
改

修
で
、
３
・
４
階
カ
ー
ペ
ッ

ト
お
よ
び
ク
ロ
ス
の
張
り
替
え
、

４
階
談
話
室
の
改
修
、
議
場
を
除

く
４
階
空
調
設
備
の
取
り
換
え
、

サ
ー
バ
ー
室
の
３
階
か
ら
４
階
へ

の
移
設
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
給
排
水
管

の
改
修
も
行
う
。

【
総
務
部
総
務
課
】

▼
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

　

に
つ
い
て

経
年
劣
化
な
ど
に
よ
り
捕
獲

効
果
が
低
下
し
た
箱
罠
の
調

査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

捕
獲
頭
数
か
ら
み
る
と
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
に
貸
し

て
い
る
箱
罠
が
効
果
を
発
揮
し
て

い
る
も
の
の
、
活
用
状
況
は
調
査

し
再
確
認
を
す
る
。

【
農
林
水
産
部
農
林
課
】

▼
宿
泊
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
支

　

援
事
業
に
つ
い
て

補
助
を
受
け
て
改
修
し
た
施

設
は
、
そ
の
後
の
効
果
を
確

認
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

同
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
内

の
事
後
調
査
の
要
件
を
基
に
、

効
果
・
実
態
の
検
証
を
行
い
た
い
。

【
文
化
観
光
商
工
部
観
光
課
】

▼
業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
業
団
地
の
整
地
・
工
事
設

計
・
施
工
管
理
な
ど
の
業
務

全
て
を
委
託
し
て
問
題
は
な
い
の
か
。

長
崎
県
土
地
開
発
公
社
は
、

地
方
公
共
団
体
の
委
託
に
基

づ
い
た
土
地
の
造
成
を
行
う
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
適
地
調
査
か
ら
地
質
・
測
量
調

査
、
土
地
開
発
許
認
可
申
請
や
実

施
設
計
な
ど
計
画
当
初
か
ら
の
実

績
を
重
視
し
、
継
続
し
て
委
託
す

る
こ
と
で
堅
実
的
な
工
業
団
地
の

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

全
て
の
業
務
を
委
託
す
る
こ

と
で
経
費
節
減
の
部
分
で
問

題
は
な
い
の
か
。

専
任
体
制
に
よ
る
約
４
年
間

の
工
業
団
地
整
備
期
間
の
人

件
費
と
公
社
に
整
備
委
託
し
た
場

合
の
委
託
料
な
ど
を
総
合
的
に
比

較
し
た
結
果
、
委
託
の
方
が
有
利

で
あ
る
。

【
文
化
観
光
商
工
部
商
工
物
産
課
】

▼
学
校
統
廃
合
事
業
に
つ
い
て

中
津
良
・
堤
小
学
校
が
、
津

吉
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
整
備
さ
れ
る
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
用
車
庫
の
㎡
単
価
が
以
前
よ

り
高
く
な
っ
た
要
因
は
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
で
労
務

単
価
が
高
く
な
っ
た
た
め
。

整
備
予
定
の
車
庫
に
20
㎡
の

倉
庫
・
控
室
が
必
要
な
の
か
。

既
存
車
庫
の
倉
庫
・
控
室
は

安
全
管
理
の
面
か
ら
草
刈
機

や
鎌
な
ど
の
倉
庫
と
し
て
利
用

し
、
新
た
に
整
備
す
る
倉
庫
・
控

室
に
は
、
運
転
手
３
人
が
事
務
作

業
で
き
る
机
な
ど
を
置
き
、
車
の

整
備
・
清
掃
に
必
要
な
備
品
を
保

管
す
る
。

　

今
回
の
審
査
に
あ
た
り
、
十
分

な
準
備
（
調
査
・
検
討
）
な
く
委

員
会
に
臨
み
、
必
要
以
上
の
時
間

を
要
す
な
ど
混
乱
を
招
い
た
た
め
、

苦
言
を
呈
し
ま
し
た
。

【
教
委
教
育
総
務
課
・
学
校
教
育
課
】

▼
生
月
町
最
終
処
分
場
災
害
復

　

旧
事
業
に
つ
い
て

平
成
28
年
12
月
補
正
と
の
大

き
な
変
更
点
は
。

調
査
結
果
か
ら
、
地
す
べ
り

対
策
に
ア
ン
カ
ー
工
が
33
本

と
、
そ
れ
に
伴
い
受
圧
版
工
も
同

様
に
追
加
さ
れ
、
新
た
に
横
穴
ボ

ー
リ
ン
グ
工
が
８
本
必
要
に
な
っ

た
。

　

ま
た
、
水
処
理
施
設
側
の
護
岸

擁
壁
お
よ
び
進
入
路
の
原
形
復
旧

を
予
定
し
て
い
た
も
の
の
、
地
盤

沈
下
の
影
響
に
よ
り
、
新
た
に
杭

基
礎
工
事
が
護
岸
工
事
で
23
本
、

進
入
路
に
32
本
必
要
と
な
っ
た
。

【
市
民
福
祉
部
市
民
課
】

補設
Q

工計
Q

経効
Q

捕害

Ａ
同の

Ａ
長地

Ａ

専の

Ａ
東単

Ａ
全と
Q

中吉
Q

整倉
Q

調対

Ａ
既安

Ａ
平き
Q

総
務
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

委員会報告


